
 
 

  
 
 
 
 

新潟 RC ９月第 1 例会 (2026.9.1)  №３６１６ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 会長の時間（坂井 賢一会長） 

波濤（はとう）を越えた文字の力 

～データが語る識字率と、湊町・新潟の繁栄～ 

【導入：データが示す「当たり前」の有難さ】 

皆様、こんにちは。本日は、私たちが日頃当たり前のよ

うに享受している「識字率」、つまり文字を読み書きで

きる人の割合をテーマに、少し歴史を紐解いてみたいと

思います。 

現在、日本の識字率はほぼ 100%と言われています。毎朝

新聞を読み、ビジネスの書類を通し、スマートフォンを

操作する。私たちは文字が読めることを空気のように当

然だと思っています。 

しかし世界に目を向ければどうでしょうか。ユネスコ

（国連教育科学文化機関）の最新データによりますと、

現在でも世界には、文字の読み書きができない「非識字

者」が約 7億 6,000万人存在します。実に成人の「7人

に 1人」が、文字を持たない世界を生きています。 

では、なぜ日本はこれほど高い識字率を達成し、維持で

きたのでしょうか。そこには、単なる戦後の義務教育だ

けではない、わが国、そしてここ「湊町・新潟」の素晴

らしい先人たちの投資の歴史がありました。 

【江戸時代の驚異的な識字率と寺子屋】 

日本の高い識字率の基礎が築かれたのは、今から数百年

さかのぼる江戸時代です。 イギリスの社会学者ロナル

ド・ドーアの著書『江戸時代の教育』によれば、幕末の

日本の識字率は全国平均で約 40〜50%、都市部では 70〜

80%以上に達していたと推計されています。これは当時

のイギリスやフランスを遥かに凌ぐ、圧倒的な世界最高

水準でした。 

これを支えたのが、庶民が自発的に我が子のために作っ

た「寺子屋」の爆発的な普及でした。では、当時の人々

はなぜそれほどまでに「文字の読み書き」を求めたので

しょうか。その答えが、まさに私たちが生きるこの新潟

の歴史に刻まれています。 

 

【新潟の状況：日本一の湊町を支えた「生きたリテラシー」】 

江戸時代から明治初期にかけて、我が新潟市は「北前船」

の最大の寄港地として、日本海側で突出した繁栄を誇っ

ていました。 

当時の新潟の下町（しもまち）は、全国から人・モノ・

金が集まるビジネスの最前線です。全国の「サービス、

値段についてどのくらいが適正か」を読み解き、遠方の

商人と契約書を交わし、膨大な「台帳」「顧客名簿」 

「売掛帳」を付ける。文字が読めるということは、教養

である以上に、激しい荒波とビジネスを生き抜くための

「実務的な武器」だったのです。 

そのため新潟町には数多くの寺子屋があり、それを支え

たのは住職や武士だけでなく、引退した「地元の商人たち」

でした。「商売で成功するには文字と計算が不可欠だ」

と身をもって知るリーダーたちが、地域の子どもたちへ

熱心に読み書きを教えたのです。 

さらに、明治初期の内務省統計によれば、明治 20年代

前半まで、実はこの新潟県が東京や大阪を抑えて「日本

で一番人口が多い県」でした。そして、その膨大な人口

に対して、新潟の先人たちは全国に先駆けて圧倒的な数

の「小学校」を建設していきました。新潟は、実務と経

済が必要に迫って作り上げた「識字能力の街」だったの

です。 

【結び：現代における識字率とロータリーの精神】 

私たちロータリークラブは、世界中で「識字率向上と基

本的教育の支援」を重点分野として掲げています。文字

が読めることは、人が貧困から抜け出し、尊厳を持って

生きるための「最強の武器」だからです。 

江戸時代、新潟の港を盛り上げた商人たちが次世代に文

字を教え、未来の経済的資本を育てたように、私たちも

次の世代に何を遺せるかを考え続けなければなりません。

先人が証明してくれた「学びを尊ぶ湊町・新潟の誇り」

を胸に、皆様と共に地域社会に貢献してまいりたいと思

います。 

次に、報告です。 

9月 5日（土）新潟グランドホテルに於きまして、イン

ターシティミーティング（ＩＭ）が開催されます。今年

度は、万代ロータリークラブがホストクラブを務め、同

クラブ所属の赤塚裕介ガバナー補佐を中心に開催されま

す。次年度、秋山博一年度におきましては、私たち新潟 
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クラブがホストクラブを務めることとなって

おり、若月良宏さんが次年度のガバナー補佐

に決まっております。 

以上で会長の時間とさせていただきます。 

ご清聴、誠にありがとうございました。 

 

(3) 新会員の紹介 

 

 

 

 

 

 

このたび、新潟ロータリークラブに入会させてい

ただくこととなりました、NTT東日本新潟支店の 

満留大介です。伝統と歴史あるクラブの一員とし

てお迎えいただき、心より感謝申し上げます。私

はこれまで主に首都圏を中心に勤務してまいりま

したが、ご縁をいただき新潟に着任いたしました。

新潟は豊かな自然や文化、食に恵まれているだけ

でなく、地域を支える多くの熱意ある方々が活躍

されている魅力あふれる地域だと感じています。

NTT東日本の事業を通じ、地域の皆さまの活力向上

や持続的な発展に少しでも貢献できるよう努める

とともに、ロータリークラブでの交流を通じて 

新潟への理解をさらに深めてまいりたいと考えて

おります。皆さまからご指導、ご鞭撻を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。 

(4) １００％出席バッチ贈呈 

 

 

(5) 誕生日お祝い贈呈(８名) 

(6) 結婚記念日お祝いの紹介(６名) 

(7) ロータリーの友ご紹介 

（村山洋一党広報会報雑誌委員） 

(8) 委員会報告 

・２０２５～２６年度決算報告 

（小林慶直直前会計） 

 ・敦井栄一監査役より監査報告 

(9) 各種ご寄付の発表 

米山奨学会寄付発表（石川 治壱副委員長) 

石川 治壱君 正力源一郎君 

髙橋 英敏君 村山洋一郎君 

石橋 正利君 岸本 幹生君 

青少年育成基金寄付発表（大桃 典和副委員長) 

本間 彊君 坂井 賢一君 

正力源一郎君 大桃 典和君 

(10) ニコニコボックス紹介（江波 恒夫副委員長） 

・正力源一郎君 新会員の満留さんをお迎えしてニコ

ニコします。 

・大澤強君 本日入会の NTT東日本新潟支店長 満留

大介さんを歓迎してニコニコします。 

・敦井栄一君 千葉県で開催された第７３回全国 ガ

ス野球大会で３８年ぶり２回目の優勝をしました。 

社員全員のガンバレという念力が通じました。  

（・・・と思います。） 

・黒田達也君 俳句が初めてロータリーの友に載って

ニコニコします！「黒南風や彼方にのつと佐渡ヶ島」 

（実は川柳も同時掲載されていました 

「あら怖い嫁の顔にもクマ出没」） 

 

(11) 表象 

・坂井賢一君へ米山功労者第１回感謝状伝達 

・本間彊君へ米山功労者第２回感謝状伝達 

・石本隆太郎君へ米山功労者第６回マルチプル感謝状 

伝達 

・大澤強君へポール・ハリス・フェロー認証状と  

ピン伝達 

・本間利夫君へ第 1回マルチプル・ポール・ハリス・ 

フェロー・ピン伝達 

・若槻良宏君へ第 6回ルチプル・ポール・ハリス・ 

フェロー・ピン伝達 

(12) 幹事報告（本多 晃幹事） 

・理事会報告（別紙記載） 

・例会終了後、新会員オリエンテーションを「柳の 

間」で開催いたします。 

(13) 髙橋秀樹会員のスピーチ「横山嘉一氏の思い出」 

 ９月１日の例会参加率 

 

 

 

 

 Zoom参加 ４名 

 

 

９月８日の例会プログラム 

卓話「大阪人ニイガタ姉さんの挑戦」  

   ニイガタ姉さん 

坂本  信君 ２年 江波 恒夫君 ３年 

梅澤 哲雄君 ４年   

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８１ ８１ ５７   70.37％ 

NTT 東日本㈱新潟支店 
支店長 満留 大介君 
ご紹介 正力源一郎君  

所属委員会  
青少年育成基金管理委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

９月１日 理事会報告 出席者 １１  名 

 
１ ２０２５～２６年度決算報告について 
  以下の通り承認された。 

小林慶直さんより決算報告を行う。 
敦井栄一監査役より監査報告を行う。 

 
２ 指名委員会の設置について 

宇尾野元会長に次年度指名委員会の立ち上げをお願いすることで承認された。 
 
３ ９月の例会プログラムについて＝承認 

９月 １日 第一例会につき卓話なし 
高橋秀樹さんに新潟RC に在籍した先輩紹介を１０分くらいで行って貰う。 
今後、毎月１回 第一例会にて先輩紹介を行う。 

９月 ８日 卓話 「大阪人ニイガタ姉さんの挑戦」 
        ニイガタ姉さん 

９月１５日 卓話 「新潟県の県民性」（仮） 
新潟青陵大学特任教授 伊藤充（いとう・みつる）氏 

９月２２日 祭日につき休会 
９月２９日 米山奨学生 王 煜伝 ワン ユーチュアンさんのスピーチ 

 
４  その他 
① 月見例会の時にポリオ資金集めのバザーを開催予定。 

（内山理事） 
会員にバザーの案内はがきを発送する旨、承認された。 
（本多幹事） 

② 熊本地震の支援金ボックスを本日の例会で設置する。 
③ 青少年交換留学の対応について 

来年度、明訓高校の学生（インターアクター女子生徒）と交換留学で来る学生の受け入れについて、

今後対応を検討することとなった。 
④ 新潟市内７RC で女性会を立ち上げることとなった。 
⑤ 地区大会の参加人数が少ないことの対策として、西クラブは入会５年以内の会員は原則出席として 

参加率を向上させている→同様の対応をすることで承認された。 

http://www.niigatarc.jp/

